
長崎県公立高校入試徹底分析【国語】
【形式・難易度】

試験時間 50分 配点 100点

問題構成

大問４題。文学的文章、古文、説明的文章、グラフや資料の読み取りの構成。
［一］は文学的文章34点。出典（『太陽と月』はらだみずき）。論述問題は２問、配点は11点。
［二］は古文18点。出典（『今昔物語集』）。論述問題は１問、配点は４点。
［三］は説明的文章34点。長い文章1と短い文章2。出典（1『知ってるつもり「問題発見力」を高める
「知識システム」の作り方』西林克彦・２『学び続ける力』池上彰）。論述問題は１問、配点は５点。
［四］はグラフや資料の読み取り14点。話し合いの様子を読み取りながら、適切な資料の選択・解答が
求められる。論述問題は２問、配点は10点。

令和５年度(2023) 令和４年度(2022) 令和３年度(2021) 令和２年度(2020) 平成31年度(2019)

問題量（Ａ４で） ８ページ分 ８ページ分 ８ページ分 ８ページ分 ８ページ分

小問数 31問 26問 25問 24問 23問

論述問題の数 ６問 10問 ８問 ４問 ６問

論述問題配点 30点 41点 35点 26点 30点

【出題の傾向と対策】
① [一]文学的文章で登場人物の考えを論述する。解答欄の前後の問題から記述の仕方を考える。　

R５[一]
問四　――線部③の「月人」の「涙」はどのような「涙」か。本文の語句を用いて、解答欄に合う形で六十字以

内で書け。
　　最終選考合宿に参加したことで、[　　　　　　　　　　　　　　　　]ことから生まれた悲しさや悔しさ、
　　うれしさを含んだ涙。

②[二]現代語訳ができなければ、解けない問題多数。日頃から、内容の把握に努める習慣が必要。

R５[二]
問五　――線部④とあるが、「主を知りて有る」とは鷹のどのような様子を指したものか、三十字以内で説明せ
　　よ。

③ [三]説明的文章・文学的文章の問題中に毎年、知識事項・文法問題が出題されるので、対策が必要。

R５[三]
問五　――線部④「いられる」の「られる」と同じ働きのものを次から一つ選び、その記号を書け。
　　ア　先生から声をかけられる。　　イ　母のことが案じられる。
　　ウ　これくらいなら覚えられる。　エ　お客さまが来られる。

問六　――線部⑤「手が打てない」の「手」と同じ意味のものを次から一つ選び、その記号を書け。
　　ア　手のかかる子どもだ。　　　　イ　彼は一番手だ。
　　ウ　彼の行く手をさえぎる。　　　エ　その手は食わない。



④[四]話し合いの文章と資料から必要な情報を取捨選択することが必要。

解答

R５ [一]　問四（例）すごいと思えるライバルたちと同じピッチに立ち、自分の実力が足りないという現実を
　　　　　　　　　　 思い知ると同時に、彼らに認められた
R５ [二]　問五（例）忠文の前では優れているが、親王の前ではだらしない様子。　
R５ [三]　問五　ウ
R５ [三]　問六　エ
R５ [四]　問二（例）中学生が読みたい本を置いてほしい
R５ [四]　問三（例）私語は控えて、荷物は座席には置かないように

※解答は県発表の標準解答に拠る


